


②

写真は６月１１日（日）に
行われた竣工式の様子



③

　

◇　施設の概要　◇
施設の名称　　　　　　富田川衛生施設組合「白鳥苑」
施設の位置　　　　　　和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕１１８２－１
敷地面積　　　　　　　９，９５５．７２㎡
建築面積（延床面積）　 処理棟　３，１８８．３２㎡
　　　　　　　　　　　管理棟　　　６４７．１８㎡
処理対象人口　　　　　４７，０００人
処理方式　　　　　　　標準脱窒素処理方式＋高度処理
処理能力　　　　　　　７５ k l ／日（し尿：２０ k l ／日　浄化槽汚泥：５５ k l ／日）

◇　施設の特徴　◇



④

　　　　　◆開催日　　　平成１８年７月２３日（日）

　　　　　◆競技会場　　日置川流域

　　　　　◆競技参加費　１，５００円 （おとり鮎代含む）

　　※競技以外に鮎のつかみ取り・鮎の塩焼き販売等がございます。
　　　　　　　（１２：００～１４：００）

　◆お問い合わせ先
　　　　役場観光課　　℡４３－５５５５
　　　　日置川事務所　℡５２－２３０２
　　　　日置川民宿組合（代表）℡５３－０２０４

　◆申し込み受付
　　　　日置川民宿組合加盟店
　　　※加盟店のお問い合わせは日置川事務所までお願いします。

◇お問い合わせは、役場観光課（℡４３－５５５５）まで。

●開設期間　平成１８年７月２０日（木）～８月３１日（木）
●利用時間　午前６時～午後６時まで
　　　　　　※７月３０日、８月１０日は花火大会のため午後１１時まで開設。

　　　　　　　ただし、午後４時以降の送迎はありません。

●送迎　　　白良浜海水浴場まで無料で送迎（７月２８日～８月２０日）
●駐車料金　普通自動車（軽自動車含む）１台あたり１回１，０００円　
　　　　　　大型自動車１台あたり１回５，０００円
　　　　　　※７月２０日～７月２７日・８月２１日～８月３１日まで無料

　　　　　　　７月３０日・８月１０日の花火大会の日は、午後４時以降駐車の方は無料。

●お願い　　駐車場は午後６時で閉鎖施錠しますのでご注意ください。　　　　



⑤

ま
ち
の
行
政
改
革

● ●

● ●

行政改革に関するご提案やご意見は、総務課行政改革担当までお願いします。

　　　　　　　　　　℡４３ー５５５５（内線３６０）

　◆木造住宅耐震診断事業（和歌山県木造耐震診断士登録者による耐震診断）
＊募集件数　　　　９０件（申込みは棟単位となります）
＊募集期間　　　　平成１８年７月３日～平成１９年１月末
＊申込書配布場所　役場建設課・富田事務所・日置川事務所
＊診断費用　　　　無料
＊対象になる建物　

　１．町内にある昭和５６年５月３１日以前に建築（又は工事着手）された木造住宅等（専用
　　　住宅・併用住宅・長屋・共同住宅）
　２．木造軸組工法（枠組工法・プレハブ工法は不可）
　３．平屋又は２階建て以下　４．延べ面積が２００㎡以下

　◆木造住宅耐震改修補助金交付事業（耐震改修工事費の補助金の交付）
＊募集件数　　　　１５件
＊募集期間　　　　平成１８年７月３日～平成１８年１２月末
＊申請書配布場所　役場建設課
＊補助金額　　　　耐震工事費（耐震設計費含）の２ / ３（上限６０万円）を補助します。
＊対象となる工事については、役場建設課までお問い合わせください。

　◎阪神・淡路大地震での死因の原因の約８割は、家屋や家具の倒壊や転倒による圧死によるものでした。
この機会に地震に強い住いづくりをご検討されてみてはいかがでしょうか。

　
◇お問い合わせ先
　役場建設課都市計画係（℡４３－５５５５）

１ . 行政改革推進本部の設置
　合併後の新白浜町の行政改革の取り組みを進めるため、新たに町長を本部長とする
白浜町行政改革推進本部を設置しました。また各課の中堅職員による専門委員会を設
置し、行政改革を職員全体で取り組むための組織作りを進めています。さらに外部か
らのご意見やご指導をいただくため、民間の方々による行政改革推進懇話会を組織し
たいと考えています。

２ . 事務事業の行政評価
　町が行っている事務事業の行政評価については、これまで庁内行政評価委員会を設
置して取り組みを進めてきました。引き続き、重点項目を設けながら未評価の事業評
価を行っていきます。合わせて、今年度は民間の方々による外部評価委員会を設置し
ていただき意見をいただくことにいたしました。委員数は１０名を予定しており、う
ち２名については先月号で公募させていただきました。

３ . ホームページへの掲載
　これまでの行政改革の取り組み状況を白浜町のホームページに掲載いたしましたの
でご覧ください。



⑥

■地域密着型サービスとは　
　平成１８年４月の介護保険法の改正に伴い、地域密着型サービスが新たなサービス類型として追加され
ました。これは、高齢者が介護が必要な状態となってもできる限り住み慣れた地域で生活を送れるように
支援するため、白浜町が直接事業者を指定し、指導監督を行いながら町民に新たな介護サービスを提供す
るものです。白浜町では、下表の地域密着型サービスを整備していきます。

　足の裏は、私たちの全体重を支えています。特に足の爪は、からだのバランスを
とるのに重要です。異常が見られても、「たかが足の傷」「年だからしかたがない」
と放置していると大きな問題を引き起こすことも少なくありません。
　足をよく観察してみましょう。こんな変化がありませんか？

糖尿病になると、足の感覚が鈍く
なっているため、傷が治りにくく悪
化しやすくなります。普段から予防
と注意が必要です。足の観察を習慣
にし、何か異常を発見したらすぐに
専門医の診察を受けましょう。

■事業者の募集について　
　平成１８年度の申請受付期間を①～④の年４回としま
す。詳しくは、役場民生課介護保険係（℡４３－５５５５
内線２３５）までお問い合わせください。

申請受付期間 指定年月日

① 8月1日～10日 10月1日

② 10月1日～10日 12月1日

③ 12月1日～10日 2月1日

④ 2月1日～10日 4月1日

サービスの種類
設置
予定

サービスの内容

小規模多機能型居宅介護 3
通所を中心として、随時、訪問や宿泊サービスが利用できる総合的
な居宅サービス

夜間対応型訪問介護 1 夜間における、巡回と通報による随時訪問を組み合わせたサービス

認知症対応型通所介護 2 現在の通所介護のうち、認知症専用型として提供するサービス

認知症対応型共同生活介護 2 現在の認知症高齢者グループホーム

　
　●変色している。
　●伸びすぎていたり、変形している。
　●割れたり、はがれたりしている。
　●爪が厚くなっている。
　●巻爪になっている。

　
　●皮膚の一部分だけ極端に色が変わっている。　
　●全体がかさついていたり、かかとにひびわれがある。
　●水疱・傷・潰瘍がある。　●水虫がある。
　●痛みやむくみがある。
　●ウオノメ・タコがある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　　　　→ ●全額

☆ 　　　　→ ☆

　　　　→

　（６，９３０円）

☆ 　　　　→ ☆

　（３，４７０円）
●全額免除 　　　　→ ●１／３で計算

●全額納付

●２／３で計算

　（１３，８６０円）

　（１０，４００円）

●半額免除（半額納付）

納める保険料 年金額

１／４免除(３／４納付)

３／４免除(１／４納付)

５／６で計算

１／２で計算

　　  

　国民年金保険料の納付が困難な場合は、「免除制度」をご利用ください。平成１８年７月からは、これ
までの全額、半額免除に加えて、１／４免除や３／４免除がスタートします。より納付しやすい免除制度
に変わります。
　
　　　◇保険料の負担と、受け取る年金額との関係◇

※これらの制度をご利用いただく場
合は、ご本人、配偶者、世帯主の前
年所得が、それぞれ一定の基準額以
下であることが必要です。

※お問い合わせ・申請は、役場民生
課国民年金担当までお願いします。

 　　　　　　

　　◆年金請求などの年金相談は
　　　℡０５７０－０５－１１６５

　お客様からのお電話を、全国の年金電話相談センター等のうち、回線の空いているところにおつ
なぎします。
　通話料金は、一般固定電話の場合、接続先にかかわらず、市内通話料金でご利用いただけます。

◆年金をお受けになっている方の年金相談は
　℡０５７０－０７－１１６５

平成１８年８月１日から和歌山県重度心身障害児（者）の医療費補助制度が変わります。
（平成１８年８月１日以降、身体障害児（者）手帳等の交付を受けられた方）

◆今までの制度

　　６５歳以上の方で新たに身体障害児（者）手帳等の交付を受けられた場合、重度心身障害児（者）
　医療費制度及び、老人保健制度に該当していました。

◆これから（平成１８年８月１日以降）の制度

　　６５歳以上の方で新たに身体障害児（者）手帳等の交付を受けられた場合、重度心身障害児（者）
　医療費制度には該当せず、老人保健制度のみの該当となります。



⑧

公営住宅の入居募集を下記のとおり募集します。
入居希望の方は所定の手続きに従ってお申し込みください。

募集内容　(日置川地区)

◆お問い合わせ先◆
日置川事務所産業建設係
　　　　　（℡５２－２３０２）

（注）家賃の他に共益費が必要です。

◇募集期間　平成１８年７月　３日（月）～７月　７日（金）
◇受付期間　平成１８年７月１１日（火）～７月１２日（水）
◇抽選日　　平成１８年７月１４日（金）
◇受付場所　白浜町建設課都市計画係・白浜町日置川事務所産業建設係
◇応募資格　町営住宅に入居できる方は、下記の条件を満たさなければなりません。
　　　　　　これらの条件を満たさない方は、入居申込みをすることはできません。
　　　　　　単身での入居は出来ません。
　　　　　　犬猫等のペット類は飼えません。（ただし、身体障害者補助犬はこの限りではありません）
　（１）申込者本人、同居親族及び同居者の所得を加算して（給与所得者の場合は所得控除後の金額）が
　　　政令月収 200,000 円以下であること。
　　　※政令月収 200,000 円を越え、268,000 円以下でも入居申込みをできる場合があります。
　（２）現に住宅に困窮していること。　（３）税金等を滞納していないこと。
　（４）外国人については、外国人登録を行っていること。
　（５）市鹿野団地については、保・小・中学生の子どものいる家族を優先します。
◇提出書類　１．町営住宅入居申込書　　２．住宅を必要とする具体的理由書（役場にあります）
　　　　　　３．入居者全員の所得証明　４．入居者全員の納税証明
　　　　　　５．入居者全員の住民票　　６．その他

詳しくは、白浜町選挙管理委員会（℡４３－５５５５）までお問い合わせください。

建 　 設 構 　 造

団 　 地 　 名 現 　 住 　 所 間 取 り 入 居 可 能 日

年 　 度 面 　 積

白 浜 町 簡 易 ２ 階 建 ① 6 , 5 0 0 ④ 1 0 , 8 0 0

Ｓ ４ ５ 中 田 住 宅 日 置 2 0 4 0 - 2 ２ Ｄ Ｋ ② 7 , 9 0 0 ⑤ 1 2 , 5 0 0 H 1 8 . 7 . 2 0

※ 浴 槽 な し 3 9 . 5 ㎡ ③ 9 , 4 0 0 ⑥ 1 3 , 7 0 0

白 浜 町 木 造 ２ 階 建 ① 1 7 , 2 0 0 ④ 2 8 , 5 0 0

Ｈ ９ 市 鹿 野 団 地 市 鹿 野 1 1 0 2 ３ Ｄ Ｋ ② 2 0 , 9 0 0 ⑤ 3 2 , 9 0 0 H 1 8 . 7 . 2 0

7 9 . 3 ㎡ ③ 2 4 , 7 0 0 ⑥ 3 7 , 8 0 0

白 浜 町 木 造 ２ 階 建 ① 1 5 , 9 0 0 ④ 2 6 , 3 0 0

Ｈ ５ 安 居 団 地 安 居 8 3 2 - 1 ３ Ｄ Ｋ ② 1 9 , 3 0 0 ⑤ 3 0 , 4 0 0 H 1 8 . 7 . 2 0

7 5 . 9 ㎡ ③ 2 2 , 8 0 0 ⑥ 3 4 , 9 0 0

１ 戸

１ 戸

１ 戸

家 　 　 　 　 　 賃

戸 　 数 （ 収 入 に 応 じ て 家 賃 が 変 わ り ま す ）

募 　 集

◆農業委員の選挙について
　平成１８年８月３１日をもって現職委員の任期が満了することに伴い、次のとおり白浜町農業委員
会委員一般選挙を執行します。
　農業委員は、農業者の代表として農用地の確保と有効利用を進めるとともに、農政の普及推進を図
る役割を担っています。
　これからの農業のために、有権者の皆さんは棄権することなく貴重な一票を投じましょう。
◆投票できる方　農業委員会委員選挙人名簿に登載され、投票当日選挙権を有する方
◆日程等

月　　　日 項　　　目 備　　　考

７月１４日（金） 立候補予定者説明会
時間：午後１時３０分～
場所：富田事務所　２階会議室

８月　１日（火） 告示日・立候補届出日 届出時間：午前８時３０分～午後５時
８月　６日（日） 選挙の期日（投票日）



　５月１８日、町内のホテルで白浜町自治連絡協議会設立総会が開催されました。
　平成１８年３月１日、白浜町と日置川町が合併し、これにあわせて自治連絡協議会も町内
６７の町内会長・区長が各地区の自治会活動について連絡・連携する組織して新しく設立さ
れました。

⑨

　一年のうちでも、白浜温泉が一番賑わう季節を迎えました。
　今回はホッとするようなお話をご紹介いたします。
　先月上旬、白浜中学校３年生の生徒６０人が東京方面に修学旅行へ出発しましたが、生徒の皆さ
んが旅行２日目に、手作りの「白浜温泉のチラシ」を、東京で道行く人々に配り、白浜温泉をアピー
ルしてくれました。観光地で生活する中で自然に身についたのか、その発想と行動に、ほほえまし
くもあり大変嬉しく、感謝の思いです。生徒達の自発的な行動は、きっと都民の皆さんの心に強い
インパクトを与え、白浜温泉を新しい視線で感じて頂けることになったと思います。生徒のチラシ
の中から、少しご紹介いたします。

　さて、高速道路の南進に伴い、お客様の行動パターンが変化して来ていることが考えられます。
　町にとって良い方向に進んでいくことを願うばかりですが、今後とも時代の変化に対応できるよ
う、行政としても柔軟性を持った立場で考える姿勢でなければならないと考えています。
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白浜町清掃センター ℡45-3800
日置川水道事務所　 ℡52-2179
白浜町中央公民館 　℡42-2269

日置川焼却場 　　℡52-2750
町立図書館 　　　℡43-2922
日置川拠点公民館 ℡52-2660

白浜町上下水道課 ℡45-2000
町立児童館 　　　℡45-2117
中央保健センター ℡43-0178

和歌山県は、情報通信関連の誘致企業への就職希望者の登録を募集しています。
新規学卒者・一般求職者の別、就職希望時期を問いません。
登録者へ求人情報、Ｕターンフェア等の情報を提供し、誘致企業へ登録者情報を提供することにより、
求職者と企業との橋渡しを行います。詳しくは下記までお問い合わせください。
和歌山県商工労働部企業立地課　〒６４０－８５８５　和歌山市小松原通１－１
℡０７３－４４１－２７４８ fax ０７３－４２２－１９３３ e-mail e0622001@pref.wakayama.lg.jp
URL http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/062200/itbank/

◆募集科目
　＊大学院科目
　「企業経営学研究」、「地域環境研究」、「情報セキュリティ研究」、「まちづくり研究」、「地域防災研究」
　＊学部科目
　「紀州の風土と文化」、「観光・きのう、きょう、あす」、「ものづくりのための振動・音響学」、「現在
　社会と紙漉き」、「くらしと心理学」

◆受付：火曜日～土曜日　ＡＭ９：００～ＰＭ５：００
　詳しくは、紀南サテライト事務所までお願いします。（℡２３－３９７７）

ホームページ【http://www.wakayama-u.ac.jp/kinan/】

　現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジタル放送への移行に伴い、２０１１年７月２４日まで
に終了いたします。
　地上デジタルテレビ放送の視聴方法など受信に関する相談、お問い合わせは、下記へお願いします。

◆お問い合わせ先
・受信相談／総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター （℡０５７０‐０７‐０１０１）
・視聴エリア／(社)地上デジタル放送推進協会　ホームページ　【http://www.d-pa.org】

◇教養学部　全科履修生【大学卒業「学士の取得」を目指す】・・１８歳以上
　　　　　　選科履修生【１年間在学し、希望の科目を学ぶ】・・１５歳以上
　　　　　　科目履修生【６カ月在学し、希望の科目を学ぶ】・・１５歳以上
◇大学院　　修士選科生【１年間在学し、希望の科目を学ぶ】・・１８歳以上
　　　　　　修士科目生【６カ月在学し、希望の科目を学ぶ】・・１８歳以上
◇出願期間　平成１８年６月１５日（木）～８月１５日（火）
◆資料請求・お問い合わせ先　放送大学ホームページ　【http://www.u-air.ac.jp/hp】
　641-0051　和歌山市西高松一丁目７－２０（和歌山大学松下会館内） （℡０７３‐４３１‐０３６０）
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白浜町役場 ℡43-5555
富田事務所 ℡45-0009
安居出張所 ℡53-0009

日置川事務所 ℡52-2300
椿出張所 　　℡46-0052
市鹿野出張所 ℡54-0001

　和歌山県洋上老人大学
　「長寿丸」参加者募集
　洋上老人大学「長寿丸」が実施
されます。
■主　催
・（社福）和歌山県社会福祉協議会
・和歌山県
・（財）和歌山県老人クラブ連合会
■実施日　　
　平成１８年９月２６日（火）～
　９月２８日（木）（２泊３日）
■日　程　　
第１日　和歌山港で乗船・船内研修
　　　　（船内泊）
第２日　鹿児島県屋久島を見学等　
　　　　（船内泊）
第３日　船内研修・和歌山港へ帰港
■募集人員　１４人
（旧白浜１０人・旧日置川４人）
（申込者が多数の場合は、抽選に
より決定します）
①町内に居住する６５歳以上（平成
１８年９月１日現在）の健康な方
②研修成果を地域で生かせる方
③以前「老人の船」、「洋上老人大
学」に参加した方は除きます
■参加費　一人４万円
■申込締切　
　平成１８年７月１４日（金）
■申込先及びお問い合わせ先
　所定の用紙で役場民生課福祉
係、社会福祉協議会日置川支部
（℡５２－２１１１）まで。

　平成１８年度和歌山県警察官等採用試験案内

　平成１８年度和歌山県警察官Ｂ及び警察事務（Ⅲ種）
の採用試験が、次のとおり行われます。
　申込用紙等は、白浜警察署、または、各交番・駐在所
で配布します。　
　詳細は、白浜警察署警務課（℡４３－０１１０）まで
お問い合わせください。

受付期間 一次試験日 試験地

警
察
官
Ｂ

男
性
・
女
性

　７／３１
（月）

～８／１１
（金）

９／１７
（日）

和歌山

田辺

警
察
事
務
Ⅲ
種

男
性
・
女
性

　８／１４
（月）

～８／２５
（金）

９／２４
（日）

和歌山

田辺

新宮

試　験　日　程　等
試験区分 受験資格

Ｓ５７.４.２からＨ元.
４.１までに生まれた人
（大学（短大を除く）に
おける在学期間が２年を
超える人は除く）

Ｓ５２.４.２からＨ元.
４.１までに生まれた人
で、大学（短大を除く）
を卒業した以外の人

　　　　　　 　自衛官募集採用説明会

　下記のとおり自衛官募集採用説明会を開催します。
　詳細は、自衛隊田辺募集事務所（℡２４－６２１９）までお問
い合わせください。

場　　　　　所

１３：００

〜

１６：００

１８：００

〜

２０：００

日　　　　　時

７月８日（土） 白浜町中央公民館

７月２３日（日） 白浜町中央公民館

 全ての住宅に
 住宅用火災警報器等の設置
 が義務付けられます。
■新築住宅は、平成１８年６月
１日から設置が義務付けられま
した。
■既存住宅は、平成２３年５月
３１日までに設置しなければな
りません。
※消防職員を装って販売すると
いった悪質な訪問販売が予想さ
れます。消防職員が販売するこ
とはありませんので十分ご注意
ください。
※設置場所や設置方法等、詳し
くは最寄りの消防署か｢住宅用火
災警報器相談室｣(℡ 0120-565-
911)までご相談ください。

人　口　２４，３６４人
　　（先月比－１５人）
　男　　１１，４６１人
　　（先月比　－７人）
　女　　１２，９０３人
　　（先月比　－８人）
世帯数　１０，８３２世帯
　（先月比　　±０世帯）
　※平成１８年６月１日現在
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院長就任にあたってのごあいさつ　　　　　　院長　谷口友志

　この度、私は松尾前院長の後任として平成１８年５月１６日、白浜はまゆう病院院長を拝
命いたしました。
　白浜医療福祉財団設立当初より亀井元院長とともに強烈な指導力を発揮し、機関車のごとく財団全体を引っ張って
きた前院長のリーダーシップには残念ながら遠く及ぶべくもありません。ただ、生を享けてよりずっと育んでくれた
当町（旧日置川町生まれ）に対する愛着心は誰にも負けない自負があります。皆様とともに歩み、育てていただける
ようがんばりたいと思います。微力ではございますが職員一同一丸となって一所懸命地域医療に邁進してまいる所存
でございますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。
　さて、周知のごとく我が国は急速な勢いで高齢化社会に突入しつつあります。本年３月、白浜町と日置川町が合併
し新しい白浜町が誕生いたしましたが、新田辺市も含め多くの過疎地域を抱える当地域におきましては、少子高齢化
はさらに厳しい状況にあると同時に、一方、核家族化と企業の大都市集中により、長期療養が必要にもかかわらず近
くに介護する次世代のご家族が居られない高齢者の方々や、所謂老老介護世帯の割合は今後とも増加の一途であろう
かと存じます。このように同居家族の介護力が極めて低下しているわが地域におきましては、行政側のさらなる支援
対策の充実が鶴首されるとともに、当院のような地域密着型の病院がその介護の役割の一端を担っていかなくてはな
らないものと確信しております。国は、介護保険病棟の廃止、療養型病床群の縮小を掲げておりますが、そのような
方向性は特に多くの過疎地帯を持つわが町の将来像と相反するものと考えます。そのような中で何とかがんばって、
院内の看護・介護体制の充実、在宅復帰へ向けてのリハビリテーション、在宅診療の更なる向上・整備を今まで以上に積極
的に行ってまいりたいと考えております。
　本年４月実施でまたまた、診療報酬の改訂があり、今回は医療費全体で３．１６％引き下げになりました。その中身は、
特に当院のような地域の中小病院に対しては前述の数字以上の影響で、療養病床、リハビリテーション、入院基本料の改定
でかなり深刻なダメージを受けます。一方で患者様の負担は増える内容です。医療現場は深刻な人手不足のなかで、看護師
等の医療人は過酷な勤務を強いられており、働き続けられずに現場を去る看護師が続出しております。当院も例外ではあり
ません。その中で、今回の入院基本料の改定では中小病院の看護師確保はさらに困難を極めることとなりそうです。患者様
が最も望まれることは安心して安全な医療を受けられることだと思いますが、それにはどうしても豊富な医療スタッフが求
められます。しかし、現状は医師、看護師の確保は困難を極めています。特に当地方のように日本の幹線から離れたところ
ではなおさらです。厳しい状況ではありますが、恒常的な医師不足改善に対する努力、看護師の確保等診療体制の一層の充
実を図ると同時に、日進月歩の医学の進歩に取り残されることのないよう常に研鑽を怠ることなく医療業務に邁進していく
所存です。
　症例数においては大学病院のような大病院にはかないませんが、個々の患者様やご家族のニーズに沿える肌理細やかな小回り
の利く医療の提供を目指したいと思っております。今後とも変わらぬ御理解と御支援を何卒お願い申し上げます。

１２－１

午　前
夕　診

　 8:30～11:30
  16:00～18:30

 9:00～
16:30～

●夕診　月・水・金→内科・整形外科
　　　　月・水・金に整形外科の夕診をしております。

　受付時間
 8:30～11:30
13:30～16:30
12:00～14:30
13:00～15:45
14:00～16:30

　診療時間
 9:00～12:00
14:00～17:00
12:30～15:30
13:30～16:00
14:30～17:00

●呼吸器外来→週３回（水曜午前午後・木曜午前／松尾）
●循環器・高血圧専門外来月２回（土曜午前） 受付8:30～ 11：00 診察9:00～12:00

●糖尿病専門外来→週１回（木曜午後／水本）
●関節専門外来→週１回（土曜午前／金）
●緩和ケア外来（予約制）→週１回（水曜午後／伊藤）
●腫瘍内科→１回（月曜午後／佃）
●心療内科・漢方外来（水曜午後／立田）

午前（月～土）
午後（月～金）
眼科（火）
皮膚科（火）
耳鼻咽喉科（木）

○(物療のみ)

電話 43-7880（受付）43-6200（代表）

産 婦
人 科 皮膚科

藤田

耳 鼻
咽喉科眼科

循環器
外 来

神経内科
リハビリ
専門外来

消 化 器
専門外来

廣西

伊藤

泌尿器
科外来

当番医

県 立 医 大
（月３回）

県立医大
京都大学

佃伊藤

西富田ｸﾘ ﾆ ｯ ｸ診療
担当表 T E L 4 5 - 3 6 0 0

内科
整形
外科

ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ

○

西

松尾 ○

西 ○

木下

西

○

西

○

松尾

西

中島 / 大久保

佐藤 / 中西

佐藤

県立医大
京都大学 西

小口

國部
　

國部

國部

國部
國部

國部

金(予約制)

金(予約制) 伊藤

伊藤
伊藤

小口

西

小口

笹岡

吉村

國部

國部
政田

午後
午前

午前

午後

水

午前

内科

月

火

木

金

土

午後

夕診
午前
午後
夕診
午前
午後

午前

夕診

午後

西

山﨑

山﨑

松尾

高村

外 科
胃腸科

高嶋

高嶋

整形外科

ｷﾞﾌﾟｽ装具

整形ﾘｳﾏﾁ/金

金

政田

当番医

村山

村山

伊藤

松本

内科1 内科2 内科3

小口

夕診

夕診

山﨑

松本

立田

松本

佐藤

伊藤

当番医

木下

木下

木下

木下

大久保

原

政田

第1 . 3 　笹岡
第2.4.5 吉村

山﨑

松尾

伊藤

松尾

小児科

古久保
古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

診療科　内科　　診療時間（午前9:00～12:00／午後14:00～17:00）　　休診日　土・日曜日・祝祭日・木曜日午後
担当医師　船曳　大久保（月・水曜日午後）　松尾（金曜日午前）　　　　　　　　　　　　（℡５２－２００２）

立田

●内科４診（再診）→月曜午前午後／佃・水曜午前午後／谷口・金曜午前午後／伊藤

谷口
谷口

谷口谷口
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７
月
の
行
事
予
定
表

◎詳しいお問い合わせは、白浜町保健センター（℡４３－０１７８）まで。

　昨年５月、厚生労働省より、現行の日本脳炎ワクチンの使用と重い神経症状との因
果関係の認定がされたことにより、「日本脳炎ワクチン接種の積極的な勧奨を差し控
える」よう市町村（白浜町）へ勧告がありました。
　町といたしましても、厚生労働省の勧告と市町村の状況等を踏まえ、慎重に検討し
た結果、今年度の日本脳炎ワクチン接種は中止すべきであるという結論に至りまし
た。なお、日本脳炎ワクチン接種につきましては、３歳～７歳６カ月未満のお子さん
が対象となります。詳しくは、白浜町保健センターまでご連絡をお願いします。

曜日 行事名 実施場所 受付時間 対象者
2 日 ファミリークラス 中央保健センター 13:00～13:10

栄養相談 中央保健センター  9:00～12:00
生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00
ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

5 水 子育て支援室 日置保育園 10:00～12:00
生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00
ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

11 火 １０か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域／H17年8月生まれ
12 水 ２歳６か月児相談 中央保健センター 13:00～13:10 全町／H15年12月生まれ
13 木 すこやか学習会 農業研修会館  9:30～11:30
17 月 ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00
１歳６か月・ 日置川公民館 13:00～13:10 日置川地域／H16年10・11・12月
３歳６か月児健診 H14年12月　H15年1・2月生まれ

19 水 ＢＣＧ予防接種 中央保健センター 12:30～12:50
すこやか学習会 美之浦保健センター  9:30～11:30
健康相談 市江区民会館  9:30～10:00
健康相談 塩野区民会館 13:30～14:00
健康相談 伊古木会館 14:30～15:00
生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00
ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

25 火 ３歳６か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域／H14年11・12月生まれ
26 水 すこやか学習会 日置川公民館  9:30～11:30
27 木 ４か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域／H18年3月生まれ

健康相談 大区民会館  9:40～10:00
健康相談 上露集会所 10:45～11:30
健康相談 玉伝区民会館 13:30～14:00
健康相談 川原谷集会所 14:30～15:00

28 金

24 月

18 火

3

21 金

月

10 月
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中
央
公
民
館
で
は
、
左
記
の
日

程
で｢

ゆ
か
た
着
付
け
教
室｣

を
開

催
し
ま
す
。

　
自
分
で
着
付
け
が
出
来
れ
ば
、

ゆ
か
た
の
魅
力
、
楽
し
さ
は
倍
増

す
る
は
ず
。

　
今
年
の
夏
は
、
ゆ
か
た
で
花
火

大
会
や
夏
祭
り
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

　
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

☆
開
催
日
時

　
７
月
20
日(

木)
  

　
　
21
日(

金)

　
　
の
両
日
、
午
後
７
時
か
ら

☆
開
催
場
所

　
中
央
公
民
館
一
階
和
室

☆
募
集
人
数
　
10
人
程
度

☆
応
募
資
格

　
15
歳
以
上
で
白
浜
町
に
在
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性
に
限
り

ま
す
。

☆
受
講
料
　
無
料

☆
講
　
師
　
装
道
き
も
の
学
院

な
か
じ
ま

か

よ

　
　
　
　
　
中
嶋
　
夏
代
さ
ん

☆
準
備
物

　
ゆ
か
た
・
半
巾
帯
・
ひ
も
三
本
な

ど
。
詳
細
は
中
央
公
民
館
ま
で

☆
申
込
み
方
法

　
住
所･

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号
を

は
が
き･

Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は
電
話
、

直
接
来
館
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
・
来
館
で
の
申
込
み
の
場

合
は
、日
・
月
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

◆
申
込
み
先

　
〒
６
４
９
ー
２
２
１
１

　
白
浜
町
１
１
３
０
の
９

　
白
浜
町
中
央
公
民
館
ま
で

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
４
２
ー
２
２
６
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
４
２
ー
４
５
６
４

き
ん
じ
ょ
う
り
ゅ
う

　
琴
城
流
大
正
琴
の
自
主
サ
ー
ク

ル
と
し
て
公
民
館
を
お
借
り
し
て

月
に
二
回
の
お
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
教
室
の
雰
囲
気
が
と
て
も
明

る
く
楽
し
い
の
は
森
本
先
生
の
お

人
柄
と
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
私

た
ち
一
同
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。

　
余
程
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
休

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
弾
き
方
の
わ
か
ら
な
い
時
は
何

回
で
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
レ
ッ
ス
ン
の
合
間
の

お
茶
の
時
間
に
料
理
の
話
や

ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話
に
泣
い
た

り
、
笑
っ
た
り
で
仲
間
同
志
た
い

へ
ん
仲
が
良
い
の
も
自
慢
の
一
つ

で
す
。

　
七
月
に
、
神
戸
の
国
際
ホ
ー
ル

に
お
い
て
流
派
の
演
奏
会
が
あ
り
、

現
在
、
そ
れ
に
む
け
て
の
練
習
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
し
い
楽
譜
を
頂
く
度
に
、
上

手
に
弾
け
る
か
心
配
し
ま
す
が
、

練
習
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
が
合
わ

さ
っ
て
曲
が
出
来
上
が
る
と
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。

　
時
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
新
し
い
生
徒
さ
ん
が

入
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
に
基
礎
を
て
い
ね
い

に
教
え
、
お
互
い
に
笑
顔
で
話
を

し
て
い
る
様
子
を
見
て
、
和
や
か

な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。

　
大
正
琴
は
老
若
男
女
問
わ
ず
誰

も
が
楽
し
め
る
楽
器
で
す
。

　
琴
城
流
大
正
琴
協
会
の
活
動
は

ひ
と
き
わ
注
目
を
集
め
て
い
て
、

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
で
の
余

暇
活
動
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大

い
に
期
待
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
が
元
気
で
ず
っ
と
続
け
て
い

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

琴
城
流
大
正
琴
『
白
良
浜
ク
ラ
ブ
』



⑮

川
添
分
館
研
修
会

◇
お
知
ら
せ
　

　
町
民
プ
ー
ル(

日
置
川)

は
７
月

21
日（
金
）13
時
よ
り
一
般
開
放
い

た
し
ま
す
。

　
利
用
時
間
は
午
後
13
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
す
。た
だ
し
、小
学

生
に
つ
い
て
は
、午
後
３
時
ま
で
。

　
な
お
、
小
学
生
未
満
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、プ
ー
ル

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
清
掃
等
に

よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
設
立

　
日
置
川
拠
点
公
民
館
サ
ー
ク
ル

し
み
ず
き
ょ
う
こ

活
動
連
絡
協
議
会
（
清
水
京
子
会

長
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
20
サ
ー
ク
ル
が
加
入
し
て
サ
ー

ク
ル
間
の
交
流
と
、
中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
置
川
拠
点
公
民
館
サ
ー
ク
ル

「
山
野
草
の
会
」
主
催
の
『
春
の
山

野
草
展
示
会
』
が
５
月
20
日
（
土
）

〜
21
日（
日
）に
日
置
川
拠
点
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
展
者
の
中
に
は
、
自
作
の
鉢

に
入
れ
た
り
、
色
々
と
展
示
方
法

な
ど
を
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
名
古
屋
市
に
あ
る
劇
団
「
う
り

ん
こ
」
の
市
鹿
野
特
別
公
演
が
５

月
27
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
劇
団
に
所
属
し
て
い
る
市
鹿
野

わ

だ

さ

ち

か

出
身
の
和
田
幸
加
さ
ん
が
「
故
郷

市
鹿
野
の
子
ど
も
た
ち
に
児
童
劇

を
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
数
年
前

か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

公
民
館
川
添
分
館
と
地
元
の
有
志

の
皆
さ
ん
が
地
域
へ
の
参
加
の
呼

び
掛
け
や
、当
日
の
会
場
の
設
営
、

後
片
付
け
と
ご
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
手
作
り
の
児
童
劇
は
参
加
者

約
二
〇
〇
人
と
、
会
場
の
市
鹿
野

小
学
校
の
体
育
館
が
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
大
盛
況
で
し
た
。

　
念
願
の
市
鹿
野
公
演
を
終
え
て

和
田
さ
ん
は
「
公
演
後
に
書
い
て

も
ら
っ
た
50
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
た
く
さ
ん
の
温
か
い
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
こ
の
公
演
が
実
現
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
今
度
は
も
う
少
し
規
模
の
大

き
い
作
品
が
実
現
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
次
の
目
標
を

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

《
市
鹿
野
書
道
教
室
》

お
か
の
よ
し
お

　
田
辺
市
芳
養
町
の
岡
野
良
夫
さ

ん
を
講
師
に
毎
月
第
一
・
第
三
日

曜
日
に
川
添
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講

生
か
ら
は
「
ず
っ
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
」
と
先
生
の
指
導

の
も
と
思
い
思
い
の
作
品
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
置
川
拠
点
公
民
館
川
添
分
館
で

は
５
月
19
日（
金
）、防
災
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
い
、三
十
五
人
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　「
稲
村
の
火
」
で
有
名
な
広
川
堤

防
で
現
地
見
学
、和
歌
山
市
消
防
局

「
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
和
歌
浦

紀
州
東
照
宮
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
特
に
和
歌
山
市
消
防
局
の
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
「
地
震
へ
の
備

え
」、「
風
水
害
へ
の
備
え
」、「
火
災

が
起
こ
っ
た
ら
」等
を
交
え
た
90
分

の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は「
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー
の
体
験
を
交
え
た
研
修
が
良

か
っ
た
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



⑯

・７月　１日（土）
　富田分室　　午前１０時３０分～
　本　　館　　午後　２時３０分～
・７月１５日（土）
　富田分室　　午前１０時３０分～
　第一小学校　児童館のはまっこクラブ（13:30 ～
　　　　　　14:30）の中で開催します。

　８月　２日（水）～６日（日）
　本　　館　　午前１０時３０分～
　富田分室　　午前１０時３０分～

　７月１２日（水）北富田小学校

　７月２０日(木)　午前１０時～　本　館
　テキスト『“こどものとも傑作集”Ⅰ』
　テキストは本館においてあります。

　　　　　　　　　
　　　　　「各種教室のご案内」

◇スポーツ教室

　小学生を対象として、毎月第２、第４土曜日に児
童館横の町立体育館でスポーツ教室を開催してい
ます。１学期はドッジボール、２学期からは別のス
ポーツも企画しています。親子で参加できるので
一緒にスポーツを楽しみませんか?

　開催日時　毎月第２、第４土曜日
　　　　　　午前９時３０分から
　開催場所　白浜町立体育館（児童館横）
　対　象　　小学生とその保護者
　参加費　　小学生５００円、大人１，０００円
　　　　　　（スポーツ保険に加入します）
　　　　　　　　　　
◇囲碁、将棋教室

　毎週土曜日の午後１時３０分から囲碁、将棋教
室を開催しています！初心者大歓迎！！
　覚えれば生涯楽しめるゲームです。将棋名人に
なれるかも！？

　開催日時　毎週土曜日午後１時３０分から
　開催場所　児童館２階和室
　対　象　　幼児から中学生
　参加費　　無料

 



⑰

　　　　　

（平１７年３月１６日生）

　　智大さん・めぐみさんの長女

安
居
俳
句
会

せ

つ

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
滝
音
消
え
し
道
す
が
ら
　
　
勢
津

ひ
さ
え

　
に
じ
り
口
初
蛙
か
と
耳
す
ま
す
　
　
　
　
久
枝

き
ん
じ
ろ
う

　
陽
炎
へ
る
砂
場
も
今
は
草
茂
る
　
　
　
　
金
次
郎

　
父
の
日
や
誰
も
来
ぬ
灯
を
点
し
け
り
　
　
み
き
ゑ

こ
と
じ

　
初
鰹
姉
妹
揃
い
し
遠
き
日
を
　
　
　
　
　
琴
柱

し
お
み

　
車
窓
ま
で
み
か
ん
の
花
の
香
の
届
く
　
　
汐
美

市
鹿
野
若
草
会

　
木
の
芽
雨
逢
物
好
き
の
日
々
重
ね
　
　
　
み
な
子

け
い
こ

　
母
の
日
の
子
よ
り
届
き
し
宝
物
　
　
　
　
桂
子

さ
だ
み

　
襟
足
の
髪
切
り
揃
え
夏
は
来
ぬ
　
　
　
　
貞
美

　
青
梅
を
盛
り
上
げ
計
る
一
升
桝
　
　
　
　
ヒ
サ
子

　
色
と
香
の
申
し
分
な
き
新
茶
か
な
　
　
　
か
ず
子

　
青
簾
透
し
や
さ
し
き
声
と
な
る
　
　
　
　
み
き
枝

　
豆
飯
を
と
こ
と
ん
き
ら
ふ
娘
が
一
人
　
　
い
志
子

　
川
端
の
闇
に
蛍
の
ミ
ニ
提
灯
　
　
　
　
　
く
す

　
磯
遊
び
と
き
に
沖
行
く
船
を
見
て
　
　
　
み
ち
子

き
ょ
う
こ

　
紫
陽
花
に
置
く
そ
れ
ぞ
れ
の
雨
の
粒
　
　
京
子

『わがやのスター』募集中！ (詳しくは、役場企画財政課広報担当まで)

椿
園
湯
の
花
句
会

た
な
か
た
ま
の

　
膝
つ
き
て
見
入
る
早
苗
の
気
嫌
か
な
　
　
　
田
中
玉
能

た
し
ま
う
め
の

　
永
き
日
や
窓
に
浜
辺
の
ふ
る
さ
と
を
　
　
　
田
島
梅
野

や
ま
も
と
け
ん
じ

　
な
か
な
か
に
下
が
ら
ぬ
熱
や
夏
の
風
邪
　
　
山
本
健
二

と
り
ぶ
ち
あ
き
と
し

　
菜
の
花
を
活
け
て
明
る
さ
増
し
に
け
り
　
　
鳥
渕
晃
利

く
す
も
と
や
ち
よ

　
乳
岩
を
歩
く
古
道
や
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
楠
本
八
千
代

ま
つ
む
ら
し
げ
こ

　
新
樹
の
夜
線
を
え
が
き
て
流
れ
星
　
　
　
　
松
村
茂
子

か
ら
す
う
り
俳
句
会

さ
ち
こ

　
王
子
社
を
巡
る
古
道
や
著
莪
の
花
　
　
　
　
祥
子

い
っ
す
い

　
樟
若
葉
生
き
る
力
を
貰
ひ
け
り
　
　
　
　
　
一
水

き

よ

こ

　
眞
向
か
ひ
の
山
濛
々
と
五
月
雨
る
る
　
　
　
喜
代
子

た
ま

お
お
ゆ
の
は
ら

　
魂
宿
る
大
斎
原
に
田
植
歌
　
　
　
　
　
　
　
き
み
子

さ
ち
こ

　
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
の
行
方
や
峡
日
和
　
　
　
　
幸
子

た
ら

い
　
く
　
こ

　
惚
の
芽
を
か
ら
り
と
揚
げ
て
鷹
女
の
忌
　
　
尹
久
子

か
つ
こ

　
琉
球
の
島
の
風
呼
ぶ
藍
の
れ
ん
　
　
　
　
　
捷
子

え

つ

こ

　
鯛
船
の
一
団
夕
日
浴
び
な
が
ら
　
　
　
　
　
江
津
子

す
ず
え

　
薫
風
や
子
の
ハ
ミ
ン
グ
に
つ
ら
れ
け
り
　
　
鈴
枝

ひ
ろ
こ

　
海
展
け
た
ど
る
大
辺
路
額
の
花
　
　
　
　
　
弘
子

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の
皆

さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広
報

担
当
ま
で
。
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■
編
集
・
発
行

　
白
浜
町
企
画
財
政
課
企
画
係
　
℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５(

代
）

　
〒
６
４
９
ー
２
２
１
１
　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

NO.5

５月２８日、第７回南紀白浜温泉寿野球大
会が開催され、県内外から２４チームが参
加し、６会場で熱戦が繰り広げられました。
チームは、４５歳以上、総年齢４５０歳以上
で編成され、年齢に負けない気迫あふれる
プレーで親睦を深められました。
また、６０歳以上のシニアの部も８チーム
の参加があり楽しい汗を流されました。

５月２８日、「夏の白浜」の恒例のイベント、砂まつりが白良浜で開催されました。
今年は、天候にも恵まれ、町内外から総勢２２チームが参加し、時の話題を取り入
れた作品など、趣向をこらした作品が完成していました。


